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1.「これからの時代に、私たちは何を学ぶべきなのか」

論理学・幾何学
天文学・音楽など

規律や市民としての
資質の育成

教育デジタル・
トランスフォーメーションなど

古代ギリシャ
〜中世ヨーロッパ 近代以降 現代社会

読み書き計算以外に
何を学べばいいのでしょう？

これからの時代 持続可能な未来にとって
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2.「2023年ユネスコ教育勧告」｜改訂の背景

新たなユネスコの教育勧告の誕生
第42回ユネスコ総会（2023年11月）

写真：筆者撮影 出典：UNESDOC digital library
（2026/8/12）



国際理解、国際協力及び
国際平和のための教育並びに
人権及び基本的自由についての

教育に関する勧告

平和、人権、国際理解、協力、
基本的自由、グローバル・
シチズンシップ、持続可能な
開発のための教育に関する勧告

1974 2023

2.「2023年ユネスコ教育勧告」｜改訂の背景

“The only global standard-setting instrument that lays out how 
education can and should be used to bring about lasting peace and 

sustainable development”
（Recommendation on Education for Peace, Human Rights and 

Sustainable Development: an explainer, UNESCO 2022, p.4）



なぜ半世紀ぶりに改訂されたのか？

紛争・戦争・テロ 環境汚染

気候変動 生物多様性の消失

暴力と憎悪の広がり
（差別・分断・排除）

格差・不平等の拡大

新たなテクノロジー
出典

UNESCO Website（2023/4/1）
をもとに加筆

2.「2023年ユネスコ教育勧告」｜改訂の背景



• ユネスコ憲章（第4条）に基づきユネスコ総会で採択
される規範文書（standard-setting instrument）

• 法的拘束力を持たない（non-binding）国際文書

• 加盟国は各国内で周知し、国内法令のもとで勧告の
実施のための措置を検討することが求められている。

• 加盟国は、定期的な報告が求められている。

加盟国の法律・政策・行政施策・評価
などの見直しを促す国際的な参照基準

「勧告」の法的な位置づけ

2.「2023年ユネスコ教育勧告」｜法的な位置づけ



2.「2023年ユネスコ教育勧告」｜法的な位置づけ

出典：日本ユネスコ国内委員会教育小委員会資料

各加盟国は、勧告又は条約が採択された総会の閉会後１年の期間内に、
その勧告又は条約を自国の権限のある当局に提出しなければならない。

（ユネスコ憲章第４条）



2.「2023年ユネスコ教育勧告」｜「勧告」の対象

「勧告」の対象

教師
職員

文科省
職員

子ども
若者

自治体
職員

教員養成
関係者研究者

NPO
スタッフ

メディア

地域
コーディ
ネーター

保護者

勧告

• すべての段階形態の教育に適用

• 教育システム全体とあらゆる要素
（政策、カリキュラム、教員研修、
学習環境、教材等）を包括

• すべての教育関係者（エデュケーター）
に適用（教職員・学校管理職、
保育者、政策立案者、市民組織、
スタッフ、地域リーダー等々）

出典：講演者作成

マルチステークホルダー
アプローチ



2.「2023年ユネスコ教育勧告」｜「勧告」の構成

出典：UNESCO. Recommendation on Education for Peace, Human Rights and Sustainable 
Development: an explainerを元に作成

• 世界の共通課題

• 国境を越えた「定義」の共有

• 14の原則

• 12の学習目標

• 領域ごとのアクション

• 進捗の確認とレビュー

ユネスコ教育勧告の構成



2.「2023年ユネスコ教育勧告」｜14の原則

人権が基本

公共善としての教育

反差別・偏見

ケアの倫理

ジェンダー平等

多様性の重視

安全・健康・ウェルビーイング

生涯を通して変容

教師も生徒も知の共同創造者

表現の自由及び暴力の擁護の禁止

テクノロジーの倫理的利用

ローカルとグローバルの対話促進

文化間・世代間の対話促進

グローバルな市民性育成

出典：UNESCO. Recommendation on Education for Peace, Human Rights and Sustainable 
Development: an explainerを元に作成

「諸原則をあらゆる教育段階に組み込むべき」



2.「2023年ユネスコ教育勧告」｜12の学習目標

出典：UNESCO. Recommendation on Education for Peace, Human Rights and Sustainable 
Development: an explainerを元に作成 

分析的で
クリティカルな思考

未来を見通すスキル

多様性の尊重

自己への気づき

共通かつ多様である
人類と惑星地球への
つながりと帰属の意識

エンパワメント、
エージェンシー(主体性)、
レジリエンス(回復力)

意思決定スキル

協働するスキル

適応し創造するスキル

シティズンシップ
・スキル

平和的紛争解決と
変容へのスキル

メディア情報リテラシー、
コミュニケーション、
デジタル・スキル



2.「2023年ユネスコ教育勧告」

Transformative Education
（変革的教育/変容的教育）

「変革的教育」は、教育環境における学習者の
尊厳及び多様性を認識し、尊重し、学習のあらゆる
障壁を取り除き、学習者が批判的に考察し、変革の
主体となり、自らの将来についてその主人公となれる
よう動機付けし、及び自律的な力を育成する共創的な
教育及び学習を伴い、個人、コミュニティ、地方、
国内的、地域的及び世界的な規模で十分な情報に
基づいた意思決定及び行動を可能にする。［定義］

出典
平和、人権、国際理解、協力、基本的自由、グローバル・シチズンシップ
及び持続可能な開発のための教育に関する勧告（文部科学省,  仮訳）



2.「2023年ユネスコ教育勧告」

半世紀前の勧告にはなかったキーワード（例）

2023年
ユネスコ教育勧告
キーワード

社会情動的学習
（SEL）

ESD

気候変動教育

多言語主義

マルチ
ステークホルダー惑星地球

ヘイトスピーチ撲滅

デジタル
コンピテンシー 多言語技能

出典：講演者作成



2.「2023年ユネスコ教育勧告」

多層的全体性モデル（６層モデル）

出典：吉田敦彦「新しい「ユネスコ教育勧告」の人類史的意義」『私たちの教育を捉え直し、
ともに再想像しよう！：「ユネスコ教育勧告」 50年
ぶりの改定を受けて』日本国際理解教育学会, p.31.



3.「2023年ユネスコ教育勧告」を自分たちの学校で、どう生かすか

学校文化の変容へ

現
在
の
学
校
文
化

新
た
な
学
校
文
化

持
続
可
能
で
平
和
な
未
来

• 平和の文化
• 人権
• 多様性
• インクルーシブ
• ジェンダー平等
• ケアと連帯の倫理
• コンヴィヴィアル

（他者へのケア / 和気藹々）

• 社会・情動
• 協働・協力
• エンパワメント etc.

出典：講演者作成



3. 「2023年ユネスコ教育勧告」を自分たちの学校で、どう生かすか

いかに活かすか？
政策や実践の「羅針盤」として

学習指導要領、教育振興基本計画

自治体の教育方針・計画等

教育政策・こども政策

学校や地域の教育指針

教員養成

教職員研修

学校運営

年間計画

授業実践

教科書・教材づくり

子ども・若者（生徒や学生）との関係性

職員室や教室のエートス（雰囲気／文化）
（多様性の尊重, etc.）

教育予算の配分



4. 学習教材の紹介

カード型教材の活用

* この教材は文部科学省の令和６年度ユネスコ活動費補助金事業の一環として制作いたしました。

学校や地域でのセミナー



4. 学習教材の紹介

カード型教材の構成

テーマと意訳

３つの問い 勧告の原文と邦訳



4. 学習教材の紹介

カード型教材の例

出所：聖心女子大学グローバル共生研究所
https://kyosei.u-sacred-heart.ac.jp/unesco2023/



4. 学習教材の紹介

知の共同創造へ

世界で求められている教育の方向性が
どのようなものであるのかを
知ることができました。

ただ知識として学ぶだけでなく、
話し合いの中で体験的に学び、

知の共同創造の大切さを実感できました。

ユネスコ教育勧告カード型教材活用セミナー参加教員の声



4. 学習教材の紹介

カード型教材

出所：聖心女子大学グローバル共生研究所
https://kyosei.u-sacred-heart.ac.jp/unesco2023/



4. 学習教材の紹介

2023年ユネスコ教育勧告
普及プロジェクトWEBサイト

出所：聖心女子大学グローバル共生研究所
https://kyosei.u-sacred-heart.ac.jp/unesco2023/

カード型教材「わたしたちがつくる
平和・人権・持続可能な開発」に
加え、2023年ユネスコ教育勧告に
関する理解を深めていただくとともに、
本プロジェクトにおける各種活動に
ついてもご覧いただけます。

*このサイトは文部科学省令和7・8年度ユネスコ未来共創プラットフォーム for 2030：
UNESCOnnect事業「ユネスコ活動に関する調査研究」の一環として制作しました。



ありがとうございました。

聖心女子大学
永田佳之


